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(57)【要約】
【課題】クロストークの発生を防止し、表示品位の良好
な液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法を提供す
る。
【解決手段】１フレーム期間内にそれぞれ１フレーム期
間よりも短い第１期間、第１期間と部分的にオーバラッ
プする第２期間、および、第２期間と部分的にオーバラ
ップする第３期間を設定し、液晶画素ＰＸに対する非映
像信号の書込みを第１期間内に行い、液晶画素ＰＸに対
する映像信号の書込みを第２期間内に行い、第２期間で
書き込んだのと同じ映像信号の複数の液晶画素ＰＸに対
する書込みを第３期間内に行い、第１期間と第２期間と
のオーバラップする期間では、一又は複数の水平周期単
位で交互に非映像信号の書込みと映像信号の書込みとを
行い、第２期間と第３期間とのオーバラップする期間で
は一又は複数の水平周期単位で交互に第２期間に対応す
る映像信号の書込みと第３期間に対応する映像信号の書
込みとを行わせるように構成された制御回路５を有する
液晶表示装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略マトリクス状に配置される複数の液晶画素と、非映像信号および映像信号を画素電圧
として周期的に前記複数の液晶画素の各々に書込むドライバ回路と、
　前記ドライバ回路の動作タイミングを制御する制御回路と、を備え、
　前記制御回路は１フレーム期間内に前記１フレーム期間よりも短い第１期間、前記第１
期間と部分的にオーバラップすると共に前記１フレーム期間よりも短い第２期間、および
、前記第２期間と部分的にオーバラップすると共に前記１フレーム期間よりも短い第３期
間を設定し、
　前記複数の液晶画素に対する非映像信号の書込みを第１期間内に行い、
　前記複数の液晶画素に対する映像信号の書込みを第２期間内に行い、
　前記第２期間で書き込んだのと同じ映像信号の前記複数の液晶画素に対する書込みを第
３期間内に行い、
　前記第１期間と前記第２期間とがオーバラップする期間では、一又は複数の水平周期単
位で交互に非映像信号の書込みと映像信号の書込みとを行い、
　前記第２期間と前記第３期間とがオーバラップする期間では一又は複数の水平周期単位
で交互に第２期間に対応する映像信号の書込みと第３期間に対応する映像信号の書込みと
を行わせる前記ドライバ回路の制御を行うように構成される液晶表示装置。
【請求項２】
　前記制御回路は、前記第３期間のうち前記第２期間とオーバラップしない部分において
も一又は複数の水平周期単位で交互にダミーの映像信号書込みと前記第３期間に対応する
映像信号の書込みとを行い、かつ、ダミーの映像信号書込みを行う期間に所定のダミー信
号を出力させる前記ドライバ回路の制御を行うように構成される請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項３】
　前記制御回路は、前記第３期間のうち前記第２期間とオーバラップしない部分において
、前記第３期間に対応する映像信号の書込み走査を、前記第２期間とオーバラップしてい
る部分の２倍のスピードで行う前記ドライバ回路の制御を行うように構成される請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　液晶はＯＣＢモードである請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　１フレーム期間内に前記１フレーム期間よりも短い第１期間、前記第１期間と部分的に
オーバラップすると共に前記１フレーム期間よりも短い第２期間、および、前記第２期間
と部分的にオーバラップするとともに前記１フレーム期間よりも短い第３期間を設定し、
　複数の液晶画素に対する非映像信号の書込みを第１期間内に行い、
　前記複数の液晶画素に対する映像信号の書込みを第２期間内に行い、
　前記第２期間で書き込んだのと同じ映像信号の前記複数の液晶画素に対する書込みを第
３期間内に行い、
　前記第１期間と前記第２期間とがオーバラップする期間では、一又は複数の水平周期単
位で交互に非映像信号の書込みと映像信号の書込みとを行い、
　前記第２期間と前記第３期間とがオーバラップする期間では一又は複数の水平周期単位
で交互に第２期間に対応する映像信号の書込みと第３期間に対応する映像信号の書込みと
を行わせる液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法に関し、特に、アクティブマ
トリクス型の液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、液晶パネルの使用用途の拡大に伴い、例えば、車載用途（ナビゲーション用ディ
スプレイ、リアシートエンタテインメント用ディスプレイなど）への応用が急速に普及し
つつある。車載用途では広い温度範囲、とりわけ－３０℃～０℃の極低温においても正常
に映像表示できることが要求される。このような極低温での動作に適した液晶モードとし
て、高速応答特性を有するＯＣＢ（Optically Compensated Bend）液晶が注目されている
。
【０００３】
　一般に、液晶材料は低温で粘性が大きくなり応答速度が遅くなる傾向にあるが、ＯＣＢ
は低温でも表示に十分耐えうる高速応答特性を有し、車載用途の液晶材料として期待され
ている。
【０００４】
　ＯＣＢでは液晶配向状態がベンド状態からスプレイ状態へと戻るいわゆる逆転移を防ぐ
ために１フレーム期間中に一定の時間比率で黒表示を行う液晶表示装置が提案されている
（特許文献１参照）。この場合、１フレーム期間内で最低１回の黒信号書き込み用の走査
（黒挿入走査）と最低１回の信号書き込み用の走査（信号走査）が行われる。
【０００５】
　本方式におけるタイミング設定の考え方は以下のとおりである。まず１つの液晶画素に
黒挿入用の非映像信号あるいは映像信号を書き込むために十分な基本水平周期を決定する
。そうすると、黒挿入書込み期間あるいは映像信号書込み期間において、画面上から下ま
で（あるいは下から上まで）走査するのに必要な時間が算出される。
【０００６】
　次に、黒挿入走査と１回目の信号書込走査の相対的な時間関係は次のようにして決定さ
れる。いま、黒挿入走査の開始のタイミングをフレーム期間の先頭に固定すると、信号書
込走査の開始タイミングを変化させることで相対的な時間関係を変えることができる。
【０００７】
　黒挿入走査開始（すなわちフレーム期間の先頭）から信号書込み走査開始までの時間を
短くすればするほどホールド期間（１回目の信号走査が終わってから次フレームの黒挿入
が開始するまでの期間。液晶は信号表示状態のまま保持されている）を長く確保すること
ができ輝度を高くすることができるが、短すぎるとＯＣＢ液晶が逆転移を起こしてしまう
。
【０００８】
　そこで、黒挿入走査開始から信号書込み走査開始までの時間は逆転移が発生しない範囲
でできる限り短い値に設定するものとする。一般に逆転移は高温で発生しやすく低温では
発生しにくいため、温度に応じて、高温では黒挿入走査開始から信号書込み走査開始まで
の時間を長く設定し、低温では黒挿入走査開始から信号書込み走査開始までの時間を短く
設定するものとする。
【０００９】
　以上のように液晶表示装置を駆動することによって、－３０℃～０℃の極低温を含む広
い温度範囲において動画視認性に優れ、しかも電力効率、輝度およびコントラストにも優
れた映像表示を行うことが可能である。
【特許文献１】特開２００７－１４００６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記のように液晶表示装置を駆動した場合に、表示された画像に縦クロ
ストークが現れる場合があった。
【００１１】
　本発明は上記の問題点に鑑みて成されたものであって、上記のようなクロストークの発
生を防止し、表示品位の良好な液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法を提供するこ
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とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第一態様による液晶表示装置は、略マトリクス状に配置される複数の液晶画素
と、非映像信号および映像信号を画素電圧として周期的に前記複数の液晶画素の各々に書
込むドライバ回路と、前記ドライバ回路の動作タイミングを制御する制御回路と、を備え
、前記制御回路は１フレーム期間内に前記１フレーム期間よりも短い第１期間、前記第１
期間と部分的にオーバラップすると共に前記１フレーム期間よりも短い第２期間、および
、前記第２期間と部分的にオーバラップすると共に前記１フレーム期間よりも短い第３期
間を設定し、前記複数の液晶画素に対する非映像信号の書込みを第１期間内に行い、前記
複数の液晶画素に対する映像信号の書込みを第２期間内に行い、前記第２期間で書き込ん
だのと同じ映像信号の前記複数の液晶画素に対する書込みを第３期間内に行い、前記第１
期間と前記第２期間とのオーバラップする期間では、一又は複数の水平周期単位で交互に
非映像信号の書込みと映像信号の書込みとを行い、前記第２期間と前記第３期間とのオー
バラップする期間では一又は複数の水平周期単位で交互に第２期間に対応する映像信号の
書込みと第３期間に対応する映像信号の書込みとを行わせる前記ドライバ回路の制御を行
うように構成される。
【００１３】
　本発明の第二態様による液晶表示装置の駆動方法は、１フレーム期間内に前記１フレー
ム期間よりも短い第１期間、前記第１期間と部分的にオーバラップすると共に前記１フレ
ーム期間よりも短い第２期間、および、前記第２期間と部分的にオーバラップするととも
に前記１フレーム期間よりも短い第３期間を設定し、複数の液晶画素に対する非映像信号
の書込みを第１期間内に行い、前記複数の液晶画素に対する映像信号の書込みを第２期間
内に行い、前記第２期間で書き込んだのと同じ映像信号の前記複数の液晶画素に対する書
込みを第３期間内に行い、前記第１期間と前記第２期間とのオーバラップする期間では、
一又は複数の水平周期単位で交互に非映像信号の書込みと映像信号の書込みとを行い、前
記第２期間と前記第３期間とのオーバラップする期間では一又は複数の水平周期単位で交
互に第２期間に対応する映像信号の書込みと第３期間に対応する映像信号の書込みとを行
わせる。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、クロストークの発生を防止し、表示品位の良好な液晶表示装置およ
び液晶表示装置の駆動方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下に、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置について図面を参照して説明する。図
１に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置は、ＯＣＢモードの液晶表示パネルＤＰ
、この液晶表示パネルＤＰを照明するバックライトＢＬ、および液晶表示パネルＤＰおよ
びバックライトＢＬを制御するコントローラＣＮＴを備えている。
【００１６】
　液晶表示パネルＤＰは一対の基板、すなわち、アレイ基板１および対向基板２と、アレ
イ基板１および対向基板２間に挟持された液晶層３と、を有している。液晶層３は、例え
ば、ノーマリホワイトの表示動作のために、予めスプレイ配向からベンド配向に転移され
るＯＣＢモード液晶を液晶材料として含む。本実施形態では、液晶のベンド配向からスプ
レイ配向への逆転移は、黒表示に対応した駆動電圧を液晶層３に周期的に印加することに
より阻止される。
【００１７】
　また、液晶表示パネルＤＰは、略マトリクス状に配置された液晶画素ＰＸからなる表示
部を有している。アレイ基板１は、例えばガラス等の透明絶縁基板を有している。この透
明絶縁基板上には、各液晶画素ＰＸに複数の画素電極ＰＥが配置されている。
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【００１８】
　対向基板２は、例えば、ガラス等の透明絶縁基板上に配置された赤、緑、青の着色層か
らなるカラーフィルタ（図示せず）、および複数の画素電極ＰＥに対向してカラーフィル
タ上に配置される対向電極ＣＥ等を有している。
【００１９】
　各画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥは、例えばＩＴＯ等の透明電極材料からなるととも
に、互いに平行な方向にラビング処理される配向膜（図示せず）でそれぞれ覆われている
。各画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥは、画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥからの電界に
対応した液晶分子配列に制御される液晶層３の一部である画素領域と共に液晶画素ＰＸを
構成する。
【００２０】
　複数の液晶画素ＰＸは各々画素電極ＰＥおよび対向電極ＣＥ間に液晶容量Ｃｌｃを有す
る。液晶容量Ｃｌｃは、液晶材料の比誘電率、画素電極面積、液晶セルギャップによって
決まる。また、画素電極ＰＥに印加される電圧と、走査線Ｇと略平行に延びるように配置
された補助容量線Ｃに印加される電圧とによって、補助容量Ｃｓが構成される。
【００２１】
　さらに、アレイ基板１は、複数の画素電極ＰＥが配列する行に沿って配置された複数の
走査線Ｇ（Ｇ１～Ｇｍ）、複数の画素電極ＰＥが配列する列に沿って配置された複数の信
号線Ｓ（Ｓ１～Ｓｎ）、および、これら走査線Ｇおよび信号線Ｓの交差位置近傍に配置さ
れた複数の画素スイッチＷを有している。
【００２２】
　各画素スイッチＷは、各々対応走査線Ｇを介して駆動されたときに対応信号線Ｓおよび
対応画素電極ＰＥ間で導通する。各画素スイッチＷは、例えば、薄膜トランジスタからな
る。画素スイッチＷのゲートが走査線Ｇに接続され、ソース－ドレインパスが信号線Ｓお
よび画素電極ＰＥ間に接続されている。
【００２３】
　コントローラＣＮＴは、さらに複数の画素スイッチＷを行単位に導通させるように複数
の走査線Ｇ１～Ｇｍを順次駆動するゲートドライバＧＤ、各行の画素スイッチＷが対応走
査線Ｇの駆動によって導通する期間において映像信号あるいは非映像信号を複数の信号線
Ｓ１～Ｓｎにそれぞれ出力するソースドライバＳＤ、バックライトＢＬを駆動するバック
ライト駆動部ＬＤ、およびゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤおよびバックライト
駆動部（インバータ）ＬＤを制御する制御回路５を備える。
【００２４】
　制御回路５は、電源投入時に対向電圧Ｖｃｏｍを変化させて比較的大きな駆動電圧を液
晶層３に印加することにより液晶分子をスプレイ配向からベンド配向に転移させる初期化
処理を行うように構成されている。
【００２５】
　制御回路５は、外部信号源ＳＳから入力される同期信号に基づいて発生される制御信号
ＣＴＧをゲートドライバＧＤに出力し、外部信号源ＳＳから入力される同期信号に基づい
て発生される制御信号ＣＴＳ、および外部信号源ＳＳから入力される映像信号または黒挿
入用の逆転移防止電圧をソースドライバＳＤに出力する。さらに、制御回路５は、対向電
極ＣＥに印加される対向電圧Ｖｃｏｍを対向基板２の対向電極ＣＥに対して出力する。
【００２６】
　すなわち、ソースドライバＳＤは、並列的に複数の信号線にソース電圧を印加する。ソ
ース電圧は、対応する画素スイッチＷを介して選択行の液晶画素ＰＸの画素電極ＰＥに印
加される。画素電極ＰＥにおけるソース電圧と対向電極ＣＥに印加された対向電圧Ｖｃｏ
ｍによって、対向電極ＣＥと画素電極ＰＥ間に液晶容量Ｃｌｃが形成される。なお、全液
晶画素ＰＸに対するソース電圧は、カラム反転駆動の場合には液晶画素ＰＸの列毎に逆極
性に設定され、フレーム反転駆動の場合にはフレーム毎に逆極性に設定される。
【００２７】
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　本実施形態に係る液晶表示装置では、制御回路５は、図２に示すように、１フレーム期
間内に前記１フレーム期間よりも短い第１期間、前記第１期間と部分的にオーバラップす
ると共に前記１フレーム期間よりも短い第２期間、および、前記第２期間と部分的にオー
バラップするとともに前記１フレーム期間よりも短い第３期間を設定する。なお、図２で
は横軸を時間とし、縦軸を画面垂直方向位置として、パネル内でのゲート走査タイミング
を示している。
【００２８】
　制御回路５は、ゲートドライバＧＤおよびソースドライバＳＤを制御して、第１期間に
、複数の液晶画素に対する非映像信号の書込みを行わせる。制御回路５は、ゲートドライ
バＧＤおよびソースドライバＳＤを制御して、第２期間内に、複数の液晶画素ＰＸに対す
る映像信号の書込みを行わせるとともに、第３期間内に、第２期間で書き込んだのと同じ
映像信号の複数の液晶画素に対する書込みを行わせる。
【００２９】
　したがって、ゲートドライバＧＤは、制御信号ＣＴＧの制御により、第１期間において
複数の液晶画素ＰＸの行を非映像信号書込として順次選択するように複数の走査線Ｇ１～
Ｇｍを順次駆動する。第２期間と第３期間とにおいて、ゲートドライバＧＤは、図３に示
すように、それぞれ対応する複数の液晶画素ＰＸの行を映像信号書込走査として順次選択
するように複数の走査線Ｇ１～Ｇｍを順次駆動する。
【００３０】
　ソースドライバＳＤは、第１期間において走査線Ｇ１～Ｇｍの各々が駆動される間に、
１行分の非映像信号として黒表示電圧Ｖｂ（＋）、Ｖｂ（-）を信号線電圧（ソース電圧
）として出力する。第２期間と第３期間とにおいて、ソースドライバＳＤは、走査線Ｇ１
～Ｇｍの各々が駆動される間に、それぞれ対応する１行分の映像信号Ｖｓを映像レベルの
信号線入力電圧（ソース電圧）として出力する。なお、電圧Ｖｂ（＋）、Ｖｂ（－）はそ
れぞれ対向電圧Ｖｃｏｍに対して、各画素電位が正負となる場合の逆転移防止電圧印加時
のソース電圧である。
【００３１】
　図２および図３に示すように、第１期間に行われる黒挿入走査と第２期間に行われる１
回目の信号走査とは、時間的にオーバラップしている部分が存在する。このオーバラップ
している期間では、図３に示すように、１水平周期単位で交互に黒挿入走査と信号書込走
査とが行われる。
【００３２】
　同様に、第２期間に行われる１回目の信号走査と第３期間に行われる２回目の信号走査
とがオーバラップしている期間（以下、第１オーバラップ期間と呼ぶ）では、１回目の信
号書込みと２回目の信号書込みとが１水平周期単位で交互に行われる。
【００３３】
　すなわち、第１期間と第２期間とがオーバラップする期間（以下、第２オーバラップ期
間と呼ぶ）では、制御回路５は、図２に示すように、一又は複数の水平周期単位で交互に
非映像信号の書込みと映像信号の書込みとを行い、前記第２期間と前記第３期間とのオー
バラップする期間では一又は複数の水平周期単位で交互に第２期間に対応する映像信号の
書込みと第３期間に対応する映像信号の書込みとを行わせる。
【００３４】
　この場合の黒挿入走査と信号走査とのタイミング設定の考え方は以下のとおりである。
まず１つの液晶画素ＰＸに黒挿入用の非映像信号あるいは映像信号を書き込むために十分
な基本水平周期、例えば図２に示す期間ＴＨを決定する。なお、この期間ＴＨは黒挿入書
込み用と映像信号書込み用とで同じ長さにする必要は無いがここでは簡単のため同じとす
る。
【００３５】
　そうすると、黒挿入書込みあるいは映像信号書込みにて画面上から下まで（あるいは下
から上まで）走査するのに必要な時間は、２×ＴＨ×走査線数として算出される。図２に
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示す場合では、このようにして求めた走査時間が１フレームの５０％以下となる３６％の
場合を例にとって示してある。
【００３６】
　次に、黒挿入走査と１回目の信号書込走査の相対的な時間関係は次のようにして決定さ
れる。いま、黒挿入走査の開始のタイミングを図２のようにフレーム期間の先頭に固定す
ると、信号書込走査の開始タイミングを変化させることで相対的な時間関係を変えること
ができる。
【００３７】
　黒挿入走査開始（すなわちフレーム期間の先頭）から信号書込み走査開始までの時間（
これを図２に示す期間ＴＢとする）を短くすればするほどホールド期間（１回目の信号走
査が終わってから次フレームの黒挿入が開始するまでの期間。液晶は信号表示状態のまま
保持されている）を長く確保することができ輝度を大きくすることができる。一方で、期
間ＴＢが小さすぎるとＯＣＢ液晶が逆転移を起こしてしまう。
【００３８】
　そこで、期間ＴＢは逆転移が発生しない範囲でできる限り小さな値に設定するものとす
る。一般に逆転移は高温で発生しやすく低温では発生しにくいため、温度に応じて、高温
では期間ＴＢを大きく設定し、低温では期間ＴＢを小さく設定するものとする。図２に示
す場合では、逆転移が発生しない条件として、例えば、室温環境（例えば２０℃）では１
フレームの１３％、低温環境（例えば－２０℃）では１フレーム期間の１％に設定した場
合を示している。
【００３９】
　図２に示す駆動方法においては、バックライトＢＬもパネル上の走査に同期させて点滅
させる。バックライトＢＬを点滅させる第一の目的は、１フレーム中一定の期間だけバッ
クライトＢＬを点灯させることでＣＲＴのようなインパルス表示を行い、動画視認性を改
善することである。
【００４０】
　さらに第二の目的として、液晶が黒挿入状態になっているときはバックライトＢＬを消
して信号書込み状態だけ点灯させることでバックライトＢＬの電力効率とコントラストを
改善させるということも挙げられる。
【００４１】
　具体的なバックライト点滅タイミングは次の通りである。すなわち、バックライトＢＬ
の点灯開始は１回目の信号書込走査が完了するタイミングとし、点灯終了は次フレームの
黒挿入が始まるタイミングとする。勿論、点灯終了のタイミングは黒挿入が始まるタイミ
ングと必ずしも厳密に一致させる必要は無く、液晶の立ち上がり応答の時間遅れなどを考
慮して多少ずらして設定させてもよい。
【００４２】
　すなわち、バックライトが点灯している期間は概ねホールド期間に一致している。点灯
開始のタイミングは温度に応じて制御することになり、本例でのバックライト点灯時間は
室温環境にて１００％－（３６％＋１３％）＝５１％、低温環境にて１００％－（３６％
＋１％）＝６３％となる。
【００４３】
　なお、図２に示す場合では、バックライト点灯期間中に２回目の補助的な信号書込走査
（１回目と同じ映像信号の書込み）を行っている。そのため、１回目の信号走査だけでは
画素への信号書込み時間が不十分な場合であっても、２回目の信号書込みを行うことで画
素への信号書込みを確実に遂行することが可能となり、信号書込み不足による悪影響（例
えば輝度の低下）を防ぐことができる。
【００４４】
　図２に示す場合では、第１期間に行われる黒挿入走査と第２期間に行われる１回目の信
号書込み走査とをオーバラップさせているが、このことにより１フレーム内で黒表示を行
う時間比率（＝ＴＢ／１フレーム周期）を自由に設定することができ、特に逆転移防止に
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よって既定される下限値まで短縮することができる。これによりバックライトの点灯時間
を最大限に確保することが可能となる。
【００４５】
　さらに、ＯＣＢ型液晶表示装置では、低温環境にて逆転移が発生しにくくなるという事
実を有効活用すれば、低温環境にてよりバックライト点灯時間を長くすることができる。
【００４６】
　一般に低温になるほどバックライトＢＬの輝度は低くなり、また液晶の応答速度も遅く
なるため、表示画像の輝度も低くなる傾向があるが、図２に示すように駆動すればこのよ
うな低温環境での輝度低下を補償することが可能となり、低温環境でも十分に明るい映像
を得ることが可能になる。
【００４７】
　ところで、図２では黒挿入走査、信号書込走査いずれも１回の走査につき各ゲート線Ｇ
を複数回駆動しているが、図４のように１回だけ駆動することも可能である。図２に示す
場合では、黒挿入走査、信号書込走査ともに３回駆動させている。図２に示すように複数
回駆動することによって、書き込み特性を改善することができ、書き込み不足による輝度
の低下を防ぐことができるという利点が得られる。
【００４８】
　以上のように駆動することによって、－３０℃～０℃の極低温を含む広い温度範囲にお
いて動画視認性に優れ、しかも電力効率、輝度およびコントラストにも優れた映像表示を
行うことが可能である。
【００４９】
　ここで、例えば、図５に示すように１回目の信号書込み終了後に２回目の信号書込みが
開始されるように液晶表示装置を駆動した場合について説明する。すなわち、図５に示す
場合では、制御回路５によって、第２期間と第３期間のオーバラップ期間がないように第
１期間、第２期間、および第３期間が設定される。
【００５０】
　この場合に、均一な中間調緑色背景で画面中央に黒ウィンドウを表示させたつもりであ
るにもかかわらず、図６に示すように表示部の上下に他の背景部分と輝度の異なる領域が
発生し、境界部で輝度が不連続に変化する場合があった。
【００５１】
　このクロストークは、図５に示す液晶表示装置の駆動において２回目の信号走査をやめ
ると見えなくなった。従って、上記のようなクロストークは２回目の信号走査に起因する
ものと考えられる。
【００５２】
　図７に液晶パネルの１液晶画素の等価回路を示す。図７には、ＲＧＢ配列中のＧ画素の
場合を例に示している。画素電極ＰＥ（Ｇ）と信号線Ｓ（Ｇ）の間に画素スイッチＷが接
続され、画素スイッチＷはゲート線Ｇの電位によってオン／オフが制御される。
【００５３】
　そして画素電極ＰＥ（Ｇ）の左側には、自画素ＰＸに信号を供給する信号線Ｓ（Ｇ）が
配置され、右側には右隣の液晶画素ＰＸ（図示せず）に信号を供給する信号線Ｓ（Ｂ）が
配置されている。画素電極ＰＥ（Ｇ）とこれら信号線Ｓとの間には、寄生容量ＣＬおよび
ＣＲが生じている。なお、図７において対向電極ＣＥとの間に形成される液晶容量Ｃｌｃ
、および共通容量線Ｃとの間に形成されるＣｓ容量は省略した。
【００５４】
　ここで図６に示す点Ｐおよび点Ｑにあたる位置での２回目の信号走査期間における画素
電極ＰＥ（Ｇ）両側の信号線電位変化を考える。図６に示すパターンでは青色（Ｂ）成分
は全く表示していないため、点Ｐ、および点Ｑのいずれも２回目信号走査期間全体にわた
って画素電極ＰＥ（Ｇ）右側の信号線Ｓ（Ｂ）の電位は常に黒電圧レベルである。
【００５５】
　これに対して画素電極ＰＥ（Ｇ）左側の信号線Ｓ（Ｇ）に関しては、緑色（Ｇ）成分の
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ウィンドウパターンを表示している関係で、点Ｐについては常に背景の緑色の電位レベル
で一定である。一方、点Ｑに関しては、背景の緑色レベルから黒電圧レベルへと電位が変
化し、さらに黒電圧レベルから背景の緑色レベルへと電位が変化する。
【００５６】
　このことは、寄生容量ＣＬを介して信号線Ｓ（Ｇ）から画素電極ＰＥ（Ｇ）に与えられ
るカップリング電圧が点Ｐと点Ｑで異なっていることを意味する。すなわち、点Ｐと点Ｑ
とで保持期間中の画素電位が異なることを示しており、従って両点で輝度が異なりクロス
トークになるものと考えられる。
【００５７】
　なお、１回目の信号走査においても同様のカップリング電圧は印加されるが、この期間
中はバックライトＢＬがオフされているため、表示画面上ではクロストークとしては現れ
ない。
【００５８】
　これに対し、本実施形態に係る液晶表示装置では、図２および図３に示すように液晶表
示装置を駆動している。なお、図２には、第１期間の黒挿入走査と第２期間の１回目信号
走査がオーバラップする期間（第１オーバラップ期間）での黒挿入走査および１回目信号
走査が図示してあるのに加えて、黒挿入走査が完了して１回目の信号走査が完了するまで
の期間（第２オーバラップ期間）における信号走査（１回目および２回目）も図示してあ
る。
【００５９】
　すなわち、本実施形態に係る液晶表示装置では、その駆動方法が、第１オーバラップ期
間での動作は図５に示す場合と同じであるが、第２オーバラップ期間における動作は図５
に示す場合と異なっている。
【００６０】
　つまり、図５に示す場合では、１回目の信号走査が完了してから２回目の信号走査を開
始するのに対し、本実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法では、１回目の黒挿入走査が
完了後直ちに２回目の信号走査を開始する点が異なっている。
【００６１】
　第１オーバラップ期間で黒挿入走査と１回目信号書込み走査を１水平周期単位で交互に
行っているのと同様の考え方で、第２オーバラップ期間では２回目信号書込み走査と１回
目信号書込み走査を１水平周期単位で交互に行う。
【００６２】
　バックライトＢＬの点灯タイミングは本実施形態に係る液晶表示装置と図５に示す場合
とで同様である。すなわち概略１回目信号書込走査が完了するタイミングでバックライト
を点灯開始し、概略次フレームの黒挿入が始まるタイミングで点滅終了させる。
【００６３】
　したがって、本実施形態に係る液晶表示装置によれば、バックライトの点灯開始時点ま
でに２回目信号走査が途中まで進んでいるため、バックライト点灯期間内で２回目信号走
査を行っている時間が図５に示す場合より短くなる。従って、本実施形態に係る液晶表示
装置の場合、画素電極ＰＥ（Ｇ）が隣接信号線Ｓ（Ｂ）からカップリングを受ける時間も
短くなり、縦クロストークの発生が防止される。
【００６４】
　すなわち、本実施形態に係る液晶表示装置によれば、クロストークの発生を防止し、表
示品位の良好な液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法を提供することができる。
【００６５】
　特に高温においては逆転移防止のため１フレーム内で黒表示を行う時間（図３の期間Ｔ
Ｂに相当）を長く設定するので、その分だけバックライトの点灯開始タイミングが後ろに
ずれ込む。その結果、バックライト点灯期間内で２回目信号走査を行っている時間がさら
に短くなり、高温での縦クロストーク低減効果が特に顕著となる。
【００６６】
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　また、本実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法と図３の駆動方法とを比較した場合に
、前者のほうが相対的に早く２回目信号走査を行うため、バックライトＢＬの点灯期間中
において２回目信号書込み後の保持期間をより長く確保することができる。
【００６７】
　２回目信号書込み走査の本来の目的は、１回目信号書込みでは不十分な画素充電を補う
ことであるから、前者のほうがより画素充電の増強された状態を長く表示可能であること
となり、信号書込み不足による悪影響（例えば輝度の低下）が図５に示す場合に比べて大
幅に低減されるという。
【００６８】
　なお、本実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法において、第１オーバラップ期間から
第２オーバラップ期間にわたって連続的に期間ＴＨという水平周期を単位としてタイミン
グが刻まれるようにするのが望ましい。すなわち、第１オーバラップ期間から第２オーバ
ラップ期間にわたって、両オーバラップ期間の間に期間ＴＨの整数倍ではない端数の区間
を生じさせることなくタイミングが刻まれるようにするのが望ましい。
【００６９】
　そして、第１オーバラップ期間で黒挿入走査が奇数番目の期間ＴＨに、１回目信号書込
み走査が偶数番目の期間ＴＨに当たるものとすれば、引き続く第２オーバラップ期間では
２回目信号書込み走査が（第１オーバラップ期間の黒挿入走査の後をうけて）奇数番目の
期間ＴＨに、１回目信号書込み走査が偶数番目の期間ＴＨに当たるように走査タイミング
を割り当てるのが望ましい。
【００７０】
　こうすると１回目信号書込み走査が両オーバラップ期間にわたって常に偶数番目の期間
ＴＨを用いて周期を乱さず連続的に行われるため、オーバラップ期間の境界に対応する位
置で不連続な輝度差による横線などの不具合が発生しない。
【００７１】
　なお、第２オーバラップ期間終了後は奇数番目の期間ＴＨのみにて２回目信号書込み走
査が行われることになるが、このときに残った偶数番目の期間ＴＨには、例えば、図８に
示すように、ダミーで黒と白の間の中間的な階調レベル（グレイレベル）を出力してもよ
い。あるいは例えば全画面に表示する映像信号の平均的な階調レベルを算出して出力させ
てもよい。こうすることで不連続な輝度差による横線などの不具合を低減することができ
る。
【００７２】
　また、図９に示すように、第２オーバラップ期間終了後は偶奇数番目の期間ＴＨを共に
用いて２倍速で２回目信号書込み走査を行うという方法も考えられる。こうするとバック
ライト点灯期間内で２回目信号走査を行っている時間が半減し、クロストーク低減効果は
さらに顕著となる。
【００７３】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。
【００７４】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発
明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除し
てもよい。更に、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置の一構成例を概略的に示す図。
【図２】図１に示す液晶表示装置の駆動方法の一例を説明するための図。
【図３】図１に示す液晶表示装置の駆動方法の一例を説明するための図。
【図４】図１に示す液晶表示装置の駆動方法の他の例を説明するための図。
【図５】従来の液晶表示装置の駆動方法を説明するための図。
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【図６】図５に示す液晶表示装置の駆動方法を行った場合の一表示例を説明するための図
。
【図７】図６に示す一表示例となる原因を説明するための図。
【図８】本実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法の他の例を説明するための図。
【図９】本実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法の他の例を説明するための図。
【符号の説明】
【００７６】
　ＰＸ…液晶画素、ＰＥ…画素電極、ＣＥ…対向電極、Ｖｃｏｍ…対向電圧、ＳＤ、ＧＤ
…ドライバ回路、１…アレイ基板、２…対向基板、３…液晶層、５…制御回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】
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